
第 35 回 教文研教育シンポジウム 

子どもたちの居場所・多様な学びの場を考える 

－不登校の子どもたちの学びを保障するために－  

 

 
 

〈日 時〉 2024 年 12 月 14 日(土)14 時～16 時 30 分 

〈場 所〉 神奈川県教育会館 ４Ｆホール 

 

 

神奈川県教育文化研究所  

 

 １ 開 会 

 ２ 神奈川県教育文化研究所あいさつ  

 ３ 基調講演 

「不登校」の学習支援を考える  

入澤  正樹さん（NPO 法人 SeedsAPP）  

「子どもたちの居場所・多様な学びの場を考える」  

1.教育支援センターや、校内教育支援センターに求められる役割  

2.不登校予防・支援を「物理的環境」から考える  

鈴木隆広さん  

 (県教委スクールカウンセラーアドバイザー ) 

 ４ シンポジウム 

   コーディネーター  浅見  聡   さん (東海大学 )  

   シンポジスト    入澤  正樹  さん  

鈴木  隆広  さん  

関口   清  さん (開成町立学校 ) 

阿部  健太郎さん (横浜市立学校 ) 

（休 憩） 

5 質疑・意見交換 

 

6 閉 会 

 





2024年 12月14日(土）

神奈川県教育委員会スクールカウンセラーアドバイザー/鈴木隆広

「子どもたちの居場所・多様な学びの場を考える」

Ⅰ.「教育支援センター」や

「校内教育支援センター」に求められる役割

Ⅱ. 不登校予防・支援を

「物理的環境」から考える



Ⅰ.「教育支援センター」や

「校内教育支援センター」に求められる役割



「教育支援センター」に求められる役割

「誰一人取り残されない学びの保証に向けた不登校対策（ C O C O L Oプラン ）
（文部科学省 令和５年３月31日）

・不登校の児童生徒/保護者の支援の拠点 役割

・（将来の）社会的自立に向けた支援 役割

元 適応指導教室

教室復帰だけがＧＯＡＬではない



「校内教育支援センター」に求められる役割

「誰一人取り残されない学びの保証に向けた不登校対策（ C O C O L Oプラン ）
（文部科学省 令和５年３月31日）

・学校との繋がりが途切れないための「居場所的役割」

・ 自分のペースで学習/生活できる「環境的役割」

元 別室登校の部屋

「学校・学年体制」で関り活かしていきましょう



「教育支援センター」や
「校内教育支援センター」の（心理的側面）機能を

『 心の成長の階段 』で例えると

１，心の成長「踊り場」機能

２，心の成長「手すり」機能



１，心の成長「踊り場」機能

•立ち止まり/一休み（ゆっくり）する場

•気楽に話せる（心理的安全性）場

•考え/悩み迷う場

•のぼってきた風景を、立ち止まって眺める場

•仲間と体験を共有し、支え合える場

•次の一歩に備え/選べる（自己決定）場

踊り場の
安心・安全な
居場所機能

保護者とともに



２，心の成長「手すり（サポート）」機能

•必要な時/必要なことサポート機能

•上り下りのサポート機能

•いつでも階段で待機機能

•自分の脚でのぼるサポート機能

•のぼるペースのサポート機能

手すり機能の資源は
スタッフ・先生
友人（縦横の仲間）

保護者とともに



Ⅱ. 不登校予防・支援を

「物理的環境」から考える



学校の荒れのサイン

 ・ゴミ

 ・イタズラがき

 ・掲示物

 ・スイッチ

 ・ガラス

 ・天井

 ・壁
環境が荒れていく

学校の居心地が悪いと
不登校数が増えやすい。



「校内教育支援センター」づくりの推進

「教育支援センター」や「学校の相談室」

の物を参考に



「イスの座る位置」の効果

子ども

教員

不登校の子は
緊張感しやすい



「センターピース」効果を活かす

真ん中に物を置く

• 設置 ： 顔を遮らない大きさのものを中心付近に置く

緑が中心になるようにする

• 効果 ： 場の雰囲気が和らぐ・リラックス効果

・介在物効果



 

 

開成町教育支援センター「あじさいルーム」について 

関口 清 

１．場所 開成町役場近くの 2階建ての民家 

１階はダイニングキッチンとバストイレ  

２階は洋室（出窓）と和室（押し入れ） 

２．モットー 

「ゆるゆる一歩一歩」 

３．対象 

開成町立の１中２小に在籍する児童生徒 

現在は中３女子３人、中２男子４人、中１男子１人女子２人、 

小６男子２人、小３男子１人 

４．指導方針 

・「自分」のことは自分で決める。 

・「今」が一番大事。 

・「意識」は無限のエネルギー。「思い」は実現。「原因と結果」の法則。 

・それぞれの良いところを見つけ出して褒める。 

・本人・保護者・学校・SC・SSW・教育委員会・町子育て健康課・児相等と 

の良好な関係を築き連携する。 

５．活動内容  基本的に自由 午前中は複数の児童生徒 午後は個別対応 

６．その他 

・久保山茂樹（国立特別支援総合研究所長）共生社会の実現 

「チッ」という人のいない社会（寛容性） 

・澤田 稔（上智大学総合人間科学部教授） 

「社会的に公正な教育における緩さとジレンマ」 Well-being 

・稲森和夫  

アメーバー経営 「誰にでも無限の可能性がある」「利他のフィロソフィー」 

・日野原重明 

「究極の平和運動はこころをあたたかにして時間を共有することす。」 

・５つのワーク（ ）ワーク（ ）ワーク（ ）ワーク ワーク（ ）（ ） 
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